
知的障害者グループホーム 

第一（小矢部）・第二（小矢部）   
第三（小矢部）・第五（若宮台） 

                            第八（太田和） 

地元町内会の防災訓練に参加 

 あすなろの家では非常時に備えて、町内会の防災訓練にご利用者様１４ 

名が参加しました。まずは近所の一次避難所に集まって、近隣の皆様と 

一緒に避難所となる衣笠小学校に歩いて行きました。衣笠小学校の校庭 

では、消防隊による初期消火訓練やＡＥＤの説明、備蓄説明や防災クイ 

ズ等の体験をしました。防災の意識が高まり、有意義な日となりました。 

帰りには、衣笠駅前商店街に寄って外食し、楽しい１日となりました。 

 

就労継続支援Ｂ型事業 
  

リッチな昼食に舌鼓 

あすなろ学苑では、職員が調理した昼食を毎日提供し 

ています。昼食は苑生の楽しみの一つであるため、趣向 

を凝らして提供しています。 

苑生から毎月 2回リクエストメニューを募っている他、 

各国の料理、日本のご当地グルメ、旬の果物やお野菜を 

使用した料理、地方から名産品をお取り寄せする等、バ 

ラエティーに富んでいます。 

 ある日のランチメニューのテーマはイギリスフェスタ。イギリスの名物である、ス

コーンと紅茶、フィッシュ＆チップス、グリーンピースのポタージュスープ。デザー

トは生クリーム、カスタードクリーム、ラム酒に浸したスポンジケーキ。盛り沢山の

フルーツを層状に重ねたトライフルをご用意致しました。 

 パン工房とお弁当工房が分担して、スコーンにつけるジャムまで全て手作りです。

苑生達は美味しい美味しいと満足気な笑顔で完食していました。 

           衣笠障害者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 
相談室あすなろ 

                      

緊急事態のケース           室長：岸川江利子 

相談室では１年に数件、緊急の対応をすることがあります。緊急事態というの

は、お一人でご自宅で過ごすことができない障害者の方の養護者が、突然ご病気

になられた場合等を指しています。ご本人が安心して過ごせる場所を至急用意し

なければならないので、短期入所などの福祉サービスを探すことになるのです

が、ご本人の障害の特性によって利用できるかどうか？という問題が生じます。 

 先日、相談室で対応した緊急事態は、障害をお持ちのご兄弟で暮らしているケー

スでした。体調が悪かったにも関わらず、障害がある故に緊急なのかどうかの判断

ができず右往左往していました。ご連絡があった時には、体調悪化から少し時間が

経ってしまっていたので、急いで医療機関にお連れし、同時に短期入所の手配をし

ました。おそらく、困った時にはココに連絡する！という体制ができていると、地

域の方の繋がりもしやすなるのではないかと思います。横須賀市全体で、そうした

支え合い（一方通行の支えかもしれませんが）をするためには、支えている側が負

担にならないような仕組みが必要です。 

法人施設活動報告：相談室あすなろ 

法人施設活動報告：あすなろ学苑 

法人施設活動報告：あすなろの家 
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